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骨形成性良性骨腫瘍の治療成績骨形成性良性骨腫瘍の治療成績骨形成性良性骨腫瘍の治療成績骨形成性良性骨腫瘍の治療成績 

 

１．研究の対象１．研究の対象１．研究の対象１．研究の対象 

1980年 4月 1日から学校長承認日までに、当院で類骨骨腫，骨芽細胞腫と診断され，

治療を受けた方で既に通院が終了された方が対象です． 

 

２．研究目的・方法２．研究目的・方法２．研究目的・方法２．研究目的・方法 

本研究の目的は，防衛医科大学校病院，慶應義塾大学病院および関連施設における類骨骨

腫あるいは骨芽細胞腫を臨床的に検討し，その治療成績の向上のために改善すべき点を明

らかにすることです．得られた臨床情報を基に，病状や治療成績などを解析します． 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類３．研究に用いる試料・情報の種類３．研究に用いる試料・情報の種類３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：生年月日，症状，術後画像所見，腫瘍の部位・症状の経過，画像所見の特徴，手術

所見，術後合併症等 

 

４．４．４．４．提供研究機関先への試料・情報の提供提供研究機関先への試料・情報の提供提供研究機関先への試料・情報の提供提供研究機関先への試料・情報の提供 

匿名化された臨床・病理学的情報をパスワードで保護した Excelファイルにて研究事務局

に送付します．防衛医大整形外科学講座 個人情報管理補助者 安田正明が保管・管理しま

す． 

 

5．お問い合わせ先．お問い合わせ先．お問い合わせ先．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい． 

ご希望があれば，他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で，

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい． 

また，情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方

（未成年者の場合は、親権者、又は未成年後見人）にご了承いただけない場合には研究対

象としませんので，下記の連絡先までお申出ください．その場合でも患者さんに不利益が

生じることはありません． 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

防衛医科大学校整形外科学講座 

〒359-8513 埼玉県所沢市並木 3-2 

電話 04-2995-1663 

研究責任者：堀内圭輔 

分担研究者：須佐美知郎 
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6666．研究組織．研究組織．研究組織．研究組織    

慶應骨軟部腫瘍研究会（Keio-AMOR） 

・共同研究代表者：森岡秀夫 国立病院機構東京医療センター整形外科 医長 

〒152-8902 東京都目黒区東が丘 2-5-1 

電話 03-3411-0111（代表） 

・共同研究事務局：中山ロバート 

慶應義塾大学病院整形外科 

〒160-8582 東京都新宿区信濃町 35 

電話 03-5363-3812 

 

共同研究機関 

防衛医科大学校整形外科学講座・准教授・堀内圭輔 

慶應義塾大学医学部整形外科学教室・講師・中山ロバート・研究事務局 

国立病院機構東京医療センター整形外科・医長・森岡秀夫 

東京歯科大学市川総合病院整形外科・教授・穴澤卯圭 

立川病院 整形外科・部長・鈴木禎寿 

杏林大学整形外科・教授・森井健司 

川崎市立井田病院整形外科・部長・西本和正 

国立がんセンター中央病院骨軟部腫瘍・医長・小林英介 

栃木県立がんセンター骨軟部腫瘍科・科長・菊田一貴 

済生会横浜市南部病院 整形外科・部長・竹内克仁 

 

 


